
●絵表示の例

●この商品または取り付け・取り扱いにつきましてご不明な点がありましたら、商品購入先の販売
店にお問い合わせいただき、ご理解された上でご使用ください。

必ずお守りください安全上のご注意

免 責 事 項

指示を守らないと死亡または重傷を負う可能性がある危
険性を示します。警告
指示を守らないと軽傷、中程度の損害を負う可能性また
は物的損害が発生する可能性がある危険性を示します。注意

●この取扱説明書に示されている　　警告、　　注意マークは、取り扱いに関する安全上の注意事
項ですので必ず厳守してください。
表示された指示内容を守らずに、誤った使用によって起こる危害および損害の程度を次の表示で
区分し、説明しています。

してはいけない「禁止」内容です。

必ず実行していただく「指示」内容です。

取扱説明書

 台車用荷締リール　LF-3037
LocFIT（ロックフィット）

各部の名称

取扱上のご注意

注 意
●製品の中に異物を入れない。
 故障・事故の原因になります。
●持ち運ぶときは必ず本体を持ち、ベルト
やフックを持って持ち運ばない。

 けが・故障・事故の原因になります。
●製品を引きずったり、落下させたりしない。
 けが・故障の原因になります。
●ベルトを無理に引き出さない。
 故障の原因になります。
 ベルトの引き出しが止まったら、それ以上無
理に引っ張らないでください。
●ベルトがねじれた状態で使用しない。
 故障の原因になります。
●ベルトを結んで使用しない。
 故障の原因になります。

禁　止

●製品に異常が確認された場合は、直ちに
使用を中止する。

 けが・故障・事故の原因になります。
●本製品と台車の背板が確実に固定されて
いるか確認する。

 けが・故障・事故の原因になります。
 取り付け時は、できるだけ背板の凹凸の無い
平らな面に取り付けてください。
 磁石による固定ができないため、背板がプラ
スチック・ステンレス製の台車は使用できま
せん。

●ベルトを無理に締めない。
 故障・荷物の破損の原因になります。
 荷物の状態を確認しながらベルトを締め、締め込
み過ぎないようにしてください。
●ハンドルを反時計回りに回さない。
 故障の原因になります。
●ロックレバーを押しこまない。
 故障の原因になります。
●背板固定用磁石に ICカード等の磁気記録
媒体を近づけない。

 データが破壊される恐れがあります。
●長期間放置したままにしない。
 本体の変色やひび割れの原因になります。

日常点検

●以下の項目について日常点検を実施する。
 ベルトの損傷
 本体、留め具の破損
 引き出し、巻き取りの動作
●製品に汚れが付着した場合は、きれいに拭きとる。

このたびは、Reelex LocFIT（ロックフィット）をお求めいただき、誠にありがとうございます。
ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。
なお、この取扱説明書は大切に保管してください。

●本製品は荷物の固縛を補助する目的で設計・製造されております。荷物落下、荷崩れを完全に抑止、
抑制するものではありません。
●この取扱説明書の記載内容を守らないこと、および使用範囲を超えたことにより生じた損害に関
して、弊社は一切責任を負いません。
●本製品の使用中または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断、荷物の
損傷など）に関して、弊社は一切責任を負いません。
●火災、地震や雷などの自然災害、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または過失、誤用、
その他使用環境条件を逸脱した使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。
●本製品は日本国内専用です。

本製品は、台車の荷物の固縛を補助する製品です。それ以外の用途としては使用しないでください。

警 告

●ベルトの引き出し時、巻き取り
時は、ベルトから手を離さない。

 けが・故障の原因になります。

●火気のそばおよび、高温、多湿の場所では使用しない。
 けが・事故の原因になります。
●幼児・子供の手の届くところに置かない。
 けが・事故の原因になります。
●背板固定用磁石に心臓ペースメーカー等
の医療機器を近づけない。

 機器の故障を招く恐れがあります。

禁　止改造禁止

●改造・分解はしない。
 けが・故障・事故の原因になります。

●荷物の固定状態を確認する。
 荷物の破損の原因になります。
●ベルトがかかる部分が尖っていたり、表面が
粗い荷物に使用する場合は、保護コーナーや
保護部材を使用する。
 故障・荷物の破損の原因になります。
●荷締め解除時は、荷崩れに注意する。
 けが・事故・荷物の破損の原因になります。
●ロック解除をするときは必ずリリースボタン
で解除する。
 故障の原因になります。

フック

背板固定用
磁石

背板固定用
ブラケット

リリースボタン

ハンドル

<正面 > <側面 >

ロックレバー



使用方法 取り外し・ベルト収納方法

保管方法

 リリースボタンを押すと、巻き取り動作
が開始されます。巻き取り時は、ベルト
から手を離さないでください。
 ベルトを斜めに収納すると、ねじれの原
因になります。

仕様

〒457-0066　名古屋市南区鳴尾2丁目114番地

TEL：052-614-3664　FAX：052-614-3366　

〒338-0002　さいたま市中央区下落合7-4-3 RHKビル201

TEL：048-711-1927　FAX：048-711-1936　

〒457-0066　名古屋市南区鳴尾2丁目114番地

TEL：052-614-3652　FAX：052-614-3366　

〒564-0044　吹田市南金田1丁目11-８

TEL：06-6385-2228　FAX：06-6338-0521　

●本社
　第一営業企画室

●関東営業所

●中部営業所

●関西営業所

中発販売株式会社  www.chuhan.co.jp

修理やベルトの交換については、お買い上げの販売店また
は弊社までご連絡ください。

3.ベルト先端の
フックを台車
にかけます

4.ロックレバーを
ロックします

 ロックを解除するときは、必ずリリース
ボタンで行ってください。
　ロックレバーでは解除できません。

 「Lock」の矢印の方向に
　ロックレバーを動かしてく
ださい。
 ロックレバーを押しこまな
いでください。

2.ベルト先端のフックを
台車から外します

1.不使用時は、台車から取
り外すか、右図のように
保管します

2.長期間使用しない場合は 
台車から取り外します

3.ベルトをまっすぐに収納します

1.リリースボタンを押します1.台車の背板に
取り付けます

 本製品と台車の背板が確実
に固定されているか確認す
る。
 背板固定用
ブラケット
が台車の背
板に確実に
引っ掛かっ
ているか確
認する。

5. ｢Fit｣の矢印の方向（時計回り）
にハンドルを回します

 ベルトを無理に締め
過ぎないでください。
 ハンドルは、反対方向
　（反時計回り）に回さ
ないでください。
 ベルトを締めた後、
荷物がずれたり動い
たりしないことを確
認してください。

型　式

外形寸法

ベルト寸法

重　量

使用温度範囲

LF-3037

190×100×95mm
（ベルト部除く）

長さ：3700mm　
幅　：30mm

約 880g

-10℃～50℃

 ロックレバーでベルトをロックし
てください。

適合台車の情報
台車の背板寸法

2.ベルトを引き
出します

95mm以上

台車前方

10mm
以下
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